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(54)【発明の名称】浴室装置

(57)【 特許 請求の範囲】

【請 求項 １】

  浴室 内で 菌類の繁殖を抑制する繁殖抑制運転を実行可能な浴室装置であって、

  浴室 内に 臨むミストノズルと、このミストノズルに温水を供給する給湯路と、浴室温度

を検 知す る温度検知手段と、繁殖抑制運転の自動制御を含む浴室装置の運転制御を実行可

能な 制御 手段とを備え、繁殖抑制運転時、ミストノズルから温水ミストを浴室内に噴霧す

るも のに おいて、

  浴室 温度 に対応する、予め設定された繁殖抑制運転の時間係数を記憶する記憶手段を備

え、

  繁殖 抑制 運転時、制御手段は、温度検知手段が所定の単位時間間隔で検知する各浴室温

度に 対応 する時間係数を記憶手段から検索して、単位時間に検索した時間係数を乗じて求

めた みな し運転時間を積算し、積算したみなし運転時間が所定の繁殖抑制運転完了閾値に

到達 した 時、繁殖抑制運転を完了させることを特徴とする浴室装置。

【請 求項 ２】

  繁殖 抑制 運転時、前記温度検知手段が検知する浴室温度が所定の温度閾値に到達した時

、前 記制 御手段は、前記記憶手段が記憶する時間係数の検索及びみなし運転時間の積算を

開始 する ことを特徴とする請求項１記載の浴室装置。

【請 求項 ３】

  請求 項１ 又は２記載の浴室装置であって、浴室内の空気を加熱する熱源と、浴室内の空

気を 吸い 込み、吸い込んだ空気を浴室内に吹き出して浴室内の空気を循環させる送風手段
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と、 浴室 内の空気を浴室外に排気して換気する換気手段とを更に備え、繁殖抑制運転完了

後、 換気 手段で浴室内を換気しながら、送風手段が、浴室内の空気を吸い込み、熱源で加

熱し た空 気を浴室内に吹き出して、浴室内を温風乾燥する乾燥運転を所定時間実行するも

のに おい て、

  繁殖 抑制 運転及び乾燥運転の両運転時間を計測するタイマを備え、

  前記 制御 手段は、繁殖抑制運転時間と乾燥運転時間との間の正の相関関係に基づいて、

繁殖 抑制 運転時間に対応する乾燥運転の所定時間を決定することを特徴とする浴室装置。

【発 明の 詳細な説明】

【技 術分 野】

【０ ００ １】

  本発 明は 、浴室内で菌類の繁殖を抑制する繁殖抑制運転を実行可能な浴室装置に関する

。

【背 景技 術】

【０ ００ ２】

  従来 、こ の主の浴室装置として、浴室内に臨むミストノズルと、このミストノズルに温

水を 供給 する給湯路と、浴室温度を検知する温度検知手段と、繁殖抑制運転の自動制御を

含む 浴室 装置の運転制御を実行可能な制御手段とを備え、繁殖抑制運転時、ミストノズル

から 温水 ミストを浴室内に噴霧するものが知られている（例えば、特許文献１参照）。

【０ ００ ３】

  また 、特 許文献１記載の浴室装置は、浴室内の湿度を検知する湿度検知手段と、浴室内

への 流入 空気の温度及び湿度を夫々検知する流入空気温度検知手段及び流入空気湿度検知

手段 とを 備える。そして、上記浴室装置は、温度検知手段及び湿度検知手段が検知する浴

室内 の温 湿度が所定の閾値を超え、且つ流入空気温度検知手段及び流入空気湿度検知手段

が検 知す る流入空気の温湿度も所定の閾値を超えたと制御手段が判定したとき、温水ミス

トを ミス トノズルから浴室内に噴霧する繁殖抑制運転を所定の時間内で実行する。繁殖抑

制運 転で は、浴室内壁面の温度及び浴室内の温湿度が、夫々、所定の閾値以上となる状態

を所 定の 時間以上持続させる。

【先 行技 術文献】

【特 許文 献】

【０ ００ ４】

【特 許文 献１】特開２０１３－３４８９８号公報

【発 明の 概要】

【発 明が 解決しようとする課題】

【０ ００ ５】

  然し 、特 許文献１記載の浴室装置では、繁殖抑制運転の完了を自動制御するために制御

手段 に設 定すべき条件が、運転時間以外に浴室内壁面の温度及び浴室内の温湿度もあり、

設定 条件 が比較的多いという問題がある。また、実際にはより短時間で繁殖抑制効果が十

分得 られ るのにも関わらず、所定の時間が経過するまで繁殖抑制運転を継続させるため、

エネ ルギ ーを浪費するという問題もある。

【０ ００ ６】

  本発 明は 、以上の事情に鑑みてなされたものであり、容易な条件設定で最適な繁殖抑制

運転 を実 行でき、且つエネルギーの浪費を抑制できる浴室装置を提供することをその課題

とし てい る。

【課 題を 解決するための手段】

【０ ００ ７】

  上記 課題 を解決するために、本発明は、浴室内で菌類の繁殖を抑制する繁殖抑制運転を

実行 可能 な浴室装置であって、浴室内に臨むミストノズルと、このミストノズルに温水を

供給 する 給湯路と、浴室温度を検知する温度検知手段と、繁殖抑制運転の自動制御を含む

浴室 装置 の運転制御を実行可能な制御手段とを備え、繁殖抑制運転時、ミストノズルから

温水 ミス トを浴室内に噴霧するものにおいて、浴室温度に対応する、予め設定された繁殖
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抑制 運転 の時間係数を記憶する記憶手段を備え、繁殖抑制運転時、制御手段は、温度検知

手段 が所 定の単位時間間隔で検知する各浴室温度に対応する時間係数を記憶手段から検索

して 、単 位時間に検索した時間係数を乗じて求めたみなし運転時間を積算し、積算したみ

なし 運転 時間が所定の繁殖抑制運転完了閾値に到達した時、繁殖抑制運転を完了させるこ

とを 特徴 とする。

【０ ００ ８】

  本発 明者 らは、繁殖抑制運転時間は浴室温度が高いほど短くなるのに加え、各浴室温度

での 繁殖 抑制運転には、所定の浴室温度での繁殖抑制運転に対する時間効率に固有値があ

ると の知 見を得た。そして、上記知見に基づいて繁殖抑制運転を実行することによって、

浴室 内で の菌類の繁殖を容易な条件設定で適切に抑制できることを確認した。

【０ ００ ９】

  本発 明に よれば、繁殖抑制運転の自動制御のために制御手段に設定すべき条件は、基本

的に 繁殖 抑制運転完了閾値だけで済み、また、みなし運転時間を求めるのに用いる時間係

数は 、各 浴室温度での繁殖抑制運転に固有の時間効率であるため、条件設定を容易としな

がら も、 最適な繁殖抑制運転が実現される。また、菌類の繁殖を抑制する時間だけ繁殖抑

制運 転を 実行するため、エネルギーの浪費を抑制できる。

【０ ０１ ０】

  また 、本 発明において、繁殖抑制運転時、前記温度検知手段が検知する浴室温度が所定

の温 度閾 値に到達した時、前記制御手段は、前記記憶手段が記憶する時間係数の検索及び

みな し運 転時間の積算を開始することが望ましい。繁殖抑制運転は、浴室温度がある程度

上昇 して いないと効果が出にくい。従って、繁殖抑制運転時、温度検知手段が検知する浴

室温 度に 所定の温度閾値を設定し、この温度閾値に到達した時、制御手段が時間係数の検

索及 びみ なし運転時間の積算を開始することで、浴室内の菌類の繁殖抑制効果を確実に得

るこ とが できる。

【０ ０１ １】

  また 、本 発明において、上記浴室装置であって、浴室内の空気を加熱する熱源と、浴室

内の 空気 を吸い込み、吸い込んだ空気を浴室内に吹き出して浴室内の空気を循環させる送

風手 段と 、浴室内の空気を浴室外に排気して換気する換気手段とを更に備え、繁殖抑制運

転完 了後 、換気手段で浴室内を換気しながら、送風手段が、浴室内の空気を吸い込み、熱

源で 加熱 した空気を浴室内に吹き出して、浴室内を温風乾燥する乾燥運転を所定時間実行

する もの において、繁殖抑制運転及び乾燥運転の両運転時間を計測するタイマを備え、前

記制 御手 段は、繁殖抑制運転時間と乾燥運転時間との間の正の相関関係に基づいて、繁殖

抑制 運転 時間に対応する乾燥運転の所定時間を決定することが望ましい。浴室内での菌類

の繁 殖抑 制効果は、浴室湿度を上げることで高くなる。ここで、例えば、浴室が広かった

り、 冬場 であったりする等の場合、浴室温度が上がりにくいため、浴室湿度を上げるのに

要す る繁 殖抑制運転時間は長くなる。これに伴い、浴室の内壁面、天井面等に付着する水

滴量 が多 くなることから、高い浴室湿度と相俟って、繁殖抑制運転完了後に行う乾燥運転

時間 を長 くする必要がある。即ち、繁殖抑制運転時間及び乾燥運転時間との間には正の相

関関 係が ある。従って、その相関関係から繁殖抑制運転時間の長短に応じた適切な乾燥運

転の 所定 時間を得ることができ、浴室内の乾燥不足や、乾燥運転を必要以上に行うことに

よる エネ ルギーの浪費を防止できる。

【図 面の 簡単な説明】

【０ ０１ ２】

【図 １】 本発明の浴室装置の一実施形態を示す要部断面図。

【図 ２】 図１に示す浴室装置の繁殖抑制運転及び乾燥運転の自動制御の一形態を示すフロ

ーチ ャー ト。

【発 明を 実施するための形態】

【０ ０１ ３】

  図１ を参 照して、浴室装置１は、浴室ＢＲの天井部に設置されている。浴室装置１の下

面カ バー ２には、吸込み口３と、可変ルーバ４ａ付きの吹出し口４とが開設されている。
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浴室 装置 １内には、吸込み口３から吹出し口４に至る通風路５が設けられている。通風路

５に は、 浴室ＢＲ内の空気を吸込み口３から吸い込み、吸い込んだ空気を浴室ＢＲ内に吹

出し 口４ から吹き出して浴室ＢＲ内の空気を循環させる、ファン等の送風手段６と、通風

路５ を流 れる空気を加熱又は冷却する熱源としての放熱器７とが配置されている。

【０ ０１ ４】

  放熱 器７ には、別置きの熱源機８に連なる第１熱媒循環路９が接続されている。第１熱

媒循 環路 ９は、熱源機８で加熱又は冷却された熱媒体を放熱器７に供給する往路９ａと、

放熱 器７ を通過した熱媒体を回収して熱源機８に戻す復路９ｂとで構成されている。往路

９ａ には 、熱媒体の循環開始及び停止と、流量調節とを実行可能な開閉弁から成る第１熱

媒弁 １０ が介設され、熱源機８で加熱又は冷却された熱媒体は、第１熱媒弁１０の開弁で

放熱 器７ を介して第１熱媒循環路９を循環する。そして、送風手段６の作動により吸込み

口３ から 吸い込まれた浴室ＢＲ内の空気が放熱器７で加熱又は冷却され、吹出し口４を通

じて 浴室 ＢＲ内に吹き出し、浴室装置１の冷暖房運転が実行される。

【０ ０１ ５】

  また 、浴 室装置１には、吸込み口３に臨ませて温度検知手段１１が設けられると共に、

第１ 熱媒 循環路９の往路９ａに熱媒温度検知手段１２が設けられている。温度検知手段１

１及 び熱 媒温度検知手段１２にはサーミスタ等が採用される。また、通風路５の吸込み口

３側 の部 分から分岐して屋外にのびる換気通路１３が設けられている。換気通路１３にフ

ァン 等の 換気手段１４が設けられ、換気手段１４の作動により浴室ＢＲ内の空気を浴室Ｂ

Ｒ外 に排 気する際、他室からガラリ等を通じて浴室ＢＲ外の室内空気が浴室ＢＲ内に導入

され 、浴 室装置１の換気運転が実行される。換気通路１３の換気手段１４よりも下流側の

部分 には 、逆流防止のための換気用ダンパ１５が設けられている。尚、換気運転時に暖房

運転 を併 せて実行すると、浴室ＢＲ内を温風乾燥する乾燥運転を実行できる。

【０ ０１ ６】

  更に 、浴 室装置１は、下面カバー２に設けられ、浴室ＢＲ内に臨むミストノズル１６と

、ミ スト ノズル１６に温水を供給する給湯路１７と、液々熱交換器１８とを備えている。

液々 熱交 換器１８の二次側１８ｂは給湯路１７に介設され、液々熱交換器１８の一次側１

８ａ は、 第１熱媒循環路９の復路９ｂから分岐させた第２熱媒循環路１９に介設されてい

る。 第２ 熱媒循環路１９は、第１熱媒循環路９の往路９ａから分岐され、熱源機８により

加熱 され た熱媒体を液々熱交換器１８の一次側１８ａに供給する往路１９ａと、第１熱媒

循環 路９ の復路９ｂに接続されて液々熱交換器１８の一次側１８ａから熱媒体を回収して

熱源 機８ に戻す復路１９ｂとから構成されている。復路１９ｂには、熱媒体の循環開始及

び停 止と 、流量調節とを実行可能な開閉弁から成る第２熱媒弁２０が介設されている。

【０ ０１ ７】

  給湯 路１ ７は、液々熱交換器１８の二次側１８ｂに水を供給し、一次側１８ａに供給さ

れる 加熱 された熱媒体との熱交換により温水をミストノズル１６に供給する。また、給湯

路１ ７に は、液々熱交換器１８の二次側１８ｂの上流側に位置させて、開閉弁から成る給

水弁 ２１ が介設されると共に、液々熱交換器１８の二次側１８ｂの下流側に位置させて、

開閉 弁か ら成るミスト弁２２が介設されている。更に、液々熱交換器１８とミスト弁２２

との 間の 給湯路１７の部分に、サーミスタ等の湯温検知手段２３が設けられている。

【０ ０１ ８】

  更に また 、浴室装置１は、浴室ＢＲ内で菌類の繁殖を抑制する繁殖抑制運転の自動制御

を含 む浴 室装置１の運転制御（即ち、繁殖抑制運転、冷暖房運転、ミストサウナ運転、換

気運 転及 び乾燥運転の自動制御）を実行可能な制御手段Ｃを備えている。制御手段Ｃは、

送風 手段 ６、換気手段１４、第１熱媒弁１０、第２熱媒弁２０、給水弁２１及びミスト弁

２２ の動 作を制御する。この制御のために、制御手段Ｃには、温度検知手段１１、熱媒温

度検 知手 段１２及び湯温検知手段２３の検知信号が所定の単位時間間隔で入力される。制

御手 段Ｃ は、例えば、ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ，Ａ／Ｄコンバータ、インターフェース等

を備 える マイクロコンピュータから構成され、上記各運転の自動制御に対応するプログラ

ムが 予め インストールされている。また、制御手段Ｃには、図外のリモコンが接続され、
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この リモ コンには浴室装置１の上記各運転に対応するスイッチが設けられている。このス

イッ チの 一つとして繁殖抑制運転の実行及び停止を制御手段Ｃに入力する繁殖抑制運転実

行ス イッ チがある。この繁殖抑制運転実行スイッチがユーザによりＯＮにされると、制御

手段 Ｃは 繁殖抑制運転を開始させる。具体的には、暖房運転を実行すると共に、第２熱媒

弁２ ０、 給水弁２１及びミスト弁２２を開弁させ、液々熱交換器１８の二次側１８ｂから

ミス トノ ズル１６に向かって流れる温水の温度を制御手段Ｃに予め設定された温度になる

よう に制 御して、ミストノズル１６から温水ミストを浴室ＢＲ内に噴霧させる。

【０ ０１ ９】

  そし て、 浴室装置１は、浴室温度に対応する、予め設定された繁殖抑制運転の時間係数

を記 憶す る、図外の記憶手段を備えている。ここで、時間係数とは、実験により求められ

た浴 室温 度に固有の数値である。実験によれば、外気温が５℃～２５℃のときの１．２５

坪の 浴室 ＢＲ内で菌類の繁殖を抑制するために行う繁殖抑制運転の運転時間は、浴室ＢＲ

の内 壁面 温度が４５℃で９０分、４６℃で６０分、４７℃で５３分である。つまり、浴室

ＢＲ の内 壁面温度が４６℃，４７℃のときの繁殖抑制運転時間は、４５℃比で夫々、６０

／９ ０， ５３／９０に短縮され、４５℃での繁殖抑制運転時間に換算すると、単位時間当

たり で夫 々１．５倍、１．７倍（６０／９０，５３／９０の逆数）になる。即ち、繁殖抑

制運 転で は、浴室ＢＲの内壁面温度が４６℃，４７℃の場合、４５℃の場合に対して夫々

１． ５倍 、１．７倍の時間効率を有している。そこで、これらの１．５，１．７を夫々内

壁面 温度 ４６℃，４７℃に固有の時間係数と定める。

【０ ０２ ０】

  また 、実 験結果によると、浴室ＢＲの内壁面温度は、温度検知手段１１が実際に検知す

る浴 室温 度よりも２℃程度低い。本実施形態では、温度検知手段１１は、浴室ＢＲの内壁

面温 度を 直接検知しないため、温度検知手段１１が実際に検知する浴室温度と浴室ＢＲの

内壁 面温 度との温度差（２℃）を考慮して、温度検知手段１１が所定の単位時間間隔で検

知す る各 浴室温度に対応する時間係数を設定する。例えば、以下の表１に示す如く設定す

るこ とが できる。

【０ ０２ １】

【表 １】

【０ ０２ ２】

  制御 手段 Ｃは、繁殖抑制運転時、温度検知手段１１が所定の単位時間間隔で検知する各

浴室 温度 に対応する時間係数を上記記憶手段から検索して、所定の単位時間に検索した時

間係 数を 乗じて求めたみなし運転時間を積算する。積算したみなし運転時間が所定の繁殖

抑制 運転 完了閾値に到達した時、繁殖抑制運転を完了させる。例えば、所定の単位時間間

隔を １分 間に設定すると共に、温度検知手段１１が検知する浴室温度が４７℃（内壁面温

度４ ５℃ に相当）のときの繁殖抑制運転時間である９０分を繁殖抑制運転の閾値に設定す

るこ とが できる。この場合、制御手段Ｃが積算したみなし運転時間が９０分間に到達した

時、 制御 装置Ｃは繁殖抑制運転を完了させる。

【０ ０２ ３】

  上記 の如 く、浴室運転１では、繁殖抑制運転の自動制御のために制御手段Ｃに設定すべ

き条 件は 、基本的に繁殖抑制運転完了閾値だけで済み、みなし運転時間を求めるのに用い

る時 間係 数は、各浴室温度での繁殖抑制運転に固有の時間効率であるため、条件設定を容

易と しな がらも、最適な繁殖抑制運転が実現される。また、菌類の繁殖を抑制する時間だ

け繁 殖抑 制運転を実行するため、エネルギーの浪費を抑制できる。
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【０ ０２ ４】

  とこ ろで 、繁殖抑制運転は、浴室温度がある程度上昇していないと効果が出にくい。従

って 、繁 殖抑制運転時、温度検知手段１１が検知する浴室温度に所定の温度閾値を設定し

、こ の温 度閾値に到達した時、制御手段Ｃが時間係数の検索及びみなし運転時間の積算を

開始 する ようにすると、浴室ＢＲ内の菌類の繁殖抑制効果を確実に得ることができる。そ

こで 、浴 室装置１では、制御手段Ｃに上記所定の温度閾値を設定し、繁殖抑制運転時、温

度検 知手 段１１が検知する浴室温度が所定の温度閾値に到達した時、制御手段Ｃは、上記

記憶 手段 からの時間係数の検索及びみなし運転時間の積算を開始する。上記所定の温度閾

値と して は、４７℃が例示される。

【０ ０２ ５】

  また 、浴 室ＢＲ内での菌類の繁殖抑制効果は、浴室湿度を上げることで高くなる。ここ

で、 例え ば、浴室ＢＲが広かったり、冬場であったりする等の場合、浴室温度が上がりに

くい ため 、浴室湿度を上げるのに要する繁殖抑制運転時間ｔ １ は長くなる。これに伴い、

浴室 ＢＲ の内壁面、天井面等に付着する水滴量が多くなることから、高い浴室湿度と相俟

って 、繁 殖抑制運転完了後に行う浴室ＢＲの乾燥運転が制御手段Ｃに設定されている場合

、乾 燥運 転時間ｔ ２ を長くする必要がある。即ち、繁殖抑制運転時間ｔ １ 及び乾燥運転時

間ｔ ２ との 間には正の相関関係がある。具体的には、外気温が５℃～２５℃のときの１．

２５ 坪の 浴室ＢＲで行う繁殖抑制運転及び乾燥運転の夫々の時間ｔ １ ，ｔ ２ は、実験によ

り以 下の 表２に示す正の相関関係がある。尚、この相関関係は、繁殖抑制運転時間ｔ １ の

最長 時間 を１８０分間に設定した場合であり、乾燥状態は、浴室ＢＲの内壁面、天井面、

床面 等に 水滴が無いことを目視で観察することにより行った。

【０ ０２ ６】

【表 ２】

【０ ０２ ７】

  そこ で、 浴室装置１は、繁殖抑制運転及び乾燥運転の両運転時間ｔ １ ，ｔ ２ を計測する

、図 外の タイマを備え、制御手段Ｃは、繁殖抑制運転時間ｔ １ と乾燥運転時間ｔ ２ と間の

、表 ２に 示す正の相関関係に基づいて、繁殖抑制運転時間ｔ １ に対応する乾燥運転の所定

時間 を決 定する。乾燥運転の所定時間の決定は、制御手段Ｃが繁殖抑制運転時間ｔ １ を一

時的 に記 憶し、上記相関関係から記憶した繁殖抑制運転時間ｔ １ に対応する乾燥運転時間

ｔ ２ を 検索 することにより行うことができる。上記相関関係は、上記記憶手段とは別の記

憶手 段を 設ける等して、記憶させることができる。

【０ ０２ ８】

  そし て、 浴室装置１は、繁殖抑制運転後、決定した所定の乾燥運転時間、乾燥運転を行

う。 乾燥 運転時には、第１熱媒弁１０が開弁され、熱媒温度検知手段１２が熱媒体の温度

を検 知し 、検知した温度を熱源機８にフィードバックしながら所定温度に加熱した所定量

の熱 媒体 を第１熱媒循環路９を通じて放熱器７と熱源機８との間を循環させる。同時に、

送風 手段 ６及び換気手段１４を作動させる。浴室ＢＲ内の空気が吸込み口３から吸い込ま

れ、 通風 路５で放熱器７により加熱され、加熱空気が吹出し口４から浴室ＢＲ内に吹き出

され る。 また、換気手段１４により通風路５に吸い込まれた空気の一部が浴室ＢＲ外に排

気さ れる と共に、浴室ＢＲ外の室内空気が浴室ＢＲ内に導入される。こうして、浴室ＢＲ

内の 温風 乾燥が行われる。

【０ ０２ ９】

10

20

40

50

( 6 ) JP  7272933  B2  2023.5.12



  浴室 装置 １は、繁殖抑制運転時間ｔ １ 及び乾燥運転時間ｔ ２ との間の正の相関関係から

繁殖 抑制 運転時間ｔ １ の長短に応じた適切な乾燥運転の所定時間を得ることができ、浴室

ＢＲ 内の 乾燥不足や、乾燥運転を必要以上に行うことによるエネルギーの浪費を防止でき

る。

【０ ０３ ０】

  次に 、図 ２を参照して、浴室装置１が実行する繁殖抑制運転及び乾燥運転の自動制御に

つい て説 明する。

【０ ０３ １】

  ＳＴ ＥＰ １で、ユーザが上記リモコンの繁殖抑制運転実行スイッチをＯＮにすると、図

１に 示す 第１熱媒弁１０が開弁され、熱源機８から第１熱媒循環路９を介して加熱された

熱媒 が放 熱器７に供給される。そして、送風手段６を動作させることで浴室ＢＲ内に温風

を送 風す る暖房運転が開始される（ＳＴＥＰ２）。また、図１に示す第２熱媒弁２０が開

弁さ れ、 熱源機８から所定温度に加熱された所定量の熱媒体が第１熱媒循環路９及び第２

熱媒 循環 路１９を介して液々熱交換器１８の一次側１８ａに供給され、熱媒体が熱源機８

との 間を 循環する。また、給水弁２１が開弁され、上水が液々熱交換器１８の二次側１８

ｂに 供給 され、熱媒体との間で熱交換されて温水になる。この温水の温度を湯温検知手段

２３ が検 知する（ＳＴＥＰ３）。温水温度が制御手段Ｃに設定された所定温度に到達して

温水 ミス トの噴霧準備が整うと、温水ミストを噴霧開始を報知するブザーが鳴動する（Ｓ

ＴＥ Ｐ４ ）。このブザーは、例えば、上記リモコン等に付設できる。そして、所定時間（

例え ば、 １０秒間等）後、給水弁２１が開弁されたままの状態でミスト弁２２が開弁され

て（ ＳＴ ＥＰ５）、繁殖抑制運転が開始される。

【０ ０３ ２】

  次い で、 ＳＴＥＰ６に移行し、所定の単位時間間隔で温度検知手段１１が浴室温度を検

知し 、検 知した浴室温度が制御手段Ｃに入力される。制御手段Ｃは、上記の如く、入力さ

れた 浴室 温度が所定の温度閾値に到達した時、浴室温度に対応する時間係数の検索、また

、単 位時 間に検索した時間係数を乗じて求めるみなし運転時間の積算を開始する。そして

、み なし 運転時間の積算値が、所定の繁殖抑制完了閾値以上であるか否かの判定を行う。

また 、制 御手段Ｃは、上記タイマで計測した繁殖抑制運転時間ｔ １ を一時的に記憶する。

制御 手段 Ｃが繁殖抑制完了閾値以上であると判定すると、繁殖抑制運転を完了し、浴室装

置１ は通 常停止の状態になる（ＳＴＥＰ７）。尚、制御手段Ｃが所定の繁殖完了閾値未満

であ ると 判定すると、繁殖抑制運転が継続する。

【０ ０３ ３】

  この 後、 制御手段Ｃは、繁殖抑制運転後に乾燥運転の実行が設定されているか否かを判

定し （Ｓ ＴＥＰ８）、設定されていると判定する場合、浴室ＢＲの乾燥運転モードに移行

する （Ｓ ＴＥＰ９）。一方、乾燥運転の実行が設定されていない場合は、一時的に記憶し

た繁 殖抑 制運転時間ｔ １ を消去してＳＴＥＰ１の前の待機状態等に戻る。乾燥運転モード

に移 行す ると、制御手段Ｃは、上記の如く、繁殖抑制運転時間ｔ １ と乾燥運転時間ｔ ２ と

の間 の正 の相関関係に基づいて、繁殖抑制運転ｔ １ に対応する乾燥運転の所定時間を決定

し（ ＳＴ ＥＰ１０）、乾燥運転を実行する。決定した所定時間が経過すると、制御手段Ｃ

は乾 燥運 転を停止させる（ＳＴＥＰ１１）。

【０ ０３ ４】

  以上 、本 発明を一実施形態に関して説明したが、本発明は上記実施形態に限定されない

。例 えば 、繁殖抑制運転時の浴室温度に対応する時間係数は、浴室ＢＲの広さ及び設置方

角、 季節 、浴室ＢＲの内壁面等を形成する材料の材質等に応じて個々の浴室ＢＲの繁殖抑

制運 転に 最適となるように設定することができる。また、時間係数を記憶する記憶手段は

、制 御手 段Ｃと別体とせずに制御手段Ｃに組み込み、併合することもできる。更に、熱源

機８ は、 給湯暖房装置、ヒートポンプ、これらのハイブリッド装置等の任意のものから選

定す るこ とができる。そして、温度検知手段１１には、浴室ＢＲの内壁面温度を直接検知

でき るよ うなものを採用したり、温度検知手段１１の設置部位を変更したりすることがで

きる 。こ の場合、浴室ＢＲの雰囲気温度と内壁面温度との温度差を考慮せずに済む。また

10

20

30

40

50

( 7 ) JP  7272933  B2  2023.5.12



、繁 殖抑 制運転時に暖房運転も同時に実行しているが、温水ミストの噴霧だけで繁殖抑制

運転 を実 行することもできる。

【符 号の 説明】

【０ ０３ ５】

  １… 浴室 装置、６…送風手段、７…放熱器（熱源）、１１…温度検知手段、１４…換気

手段 、１ ６…ミストノズル、１７…給湯路、Ｃ…制御手段、ｔ １ …繁殖抑制運転時間、ｔ

２ …乾 燥運 転時間、ＢＲ…浴室。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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